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廃棄物処理先進事例調査
平成29年６月23日（13時から16時まで）、本会危機管理委員会の先進事例調査として、

神奈川県横浜市にある株式会社光洲産業（光洲エコファクトリーYOKOHAMABAY）を

訪問し、同社の安全体感室を視察しました。

第21回
株式会社 光洲産業
光洲エコファクトリーYOKOHAMA BAY

■概 要

会 社 名 株式会社光洲産業 光洲エコファクトリーYOKOHAMABAY

所 在 地 神奈川県横浜市神奈川区恵比須町５－12

（本社所在地 神奈川県川崎市高津区久地４－10－11）

設立年月日 昭和57年12月８日設立

平成18年６月１日に商号変更し、株式会社に移行

資 本 金 1000万円

役 員 代表取締役 光田 栄吉

取締役 塚原 康裕

従 業 員 数 188名

業 務 内 容 産業廃棄物の収集運搬及び処理処分

同所は建設廃棄物の中間処理がメイン

視察応対者

営業部 次長／小尾正則 様、営業部営業企画推進課 課長／神尾秀顕 様

営業部 営業第２グループ長／山岸孝行 様

委員会参加者（敬称略）

委員長／福部、副委員長／谷、委員／伊山、川瀬、川島、神藤、藤江、中西

オブザーバー／白坂、事務局／辻岡
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■光洲エコファクトリーYOKOHAMA BAYについて

本施設は、そごう百貨店の物流センターであった建物を転用、建設系混合廃棄物の高度な処理選別技術

を導入したプラント設備をメインに、その他、木くずのチップ燃料化設備、数種の処理リサイクル機器で

構成された大型処理工場である。

環境保全面においては、全ての施設を建屋内に設置し大容量の集塵設備、ヤード全体にミスト散布設備

を設ける等の対策を施されているので、騒音・粉塵・振動等の外部漏れによる環境公害問題が発生するこ

とのない処理工場となっている。

また、環境アセス・都計審を経ており、１日24時間稼動

による日量処理能力2,729ｔ、４ｔダンプに換算して500台

以上の処理が可能である。手選別に加え、先進の処理シス

テムの導入により、減量化され、様々な原燃料や砂、砂石

に再資源化されている。リサイクル率は業界トップクラス

の97.22％にも上る。

重要な工程には複数の機械を設置し、ダブルでカバーで

きる体制を整え、故障やメンテナンス時でも停まらない工

場になっている。
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■安全体感室について

２年前に「『危険』を『安全』に体感」できる施設を工場内に設置した。同時に社員さんに対する安全

教育研修も始められた。社員さんを６～７人のグループに分け、毎週土曜日に１日かけて安全の研修を行

われている。これまで、光洲産業さんの社員さんだけでなく、関連会社の社員さんまで含めて、のべ400

人に対し研修を行ったそうである。

研修プログラムのタイムスケジュールは以下の通りです。研修の内容については、試行錯誤を重ねなが

ら、独自のカリキュラムを練り上げられたそうです。

我々も、安全体感室を体験させていただいた。

タイムスケジュール

７：30 集合

８：25 研修 ○会社の目的

○我社の将来ビジョン

○経営理念・方針

○平成28年度目標

○安全衛生基本方針

10：30 休憩

10：40 研修 ○安全の基礎学習

12：30 昼食

13：30 研修 ○DVD学習

14：30 研修 ○安全体感教室

15：50 休憩

16：00 研修 ○ディスカッション

○感想文・宣言書

17：40 終了

会社の思い、考え方を伝えることによって、

自分の仕事の意義や役割を理解してもらう。

社員さん一人一人の仕事に取り組む意識が

変わってくる。「心の教育」とおっしゃっ

ていました。

20種類以上の安全体感装置があり、

実際に「危険」を体感できるように

なっている。

ディスカッションすることが重要。それぞ

れの意見に対し、教育担当者は決して否定

はしない。「こうしたら……」という助言

はする。
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Ａ、Vベルトに巻き込まれ安全体感装置

モーター稼働中のVベルトに指が巻き込まれることを想定し、指に見立てた割り箸をベルトに巻き込ま

れる体験。割り箸はバキバキに割れた。

また、回転中の治具に服に見立てた、タオルを近づけ巻き込まれる体験もおこなった。身なり等は日ご

ろから、キッチリと整える必要があると実感した。

Ｂ、回転付巻き込まれ安全体感装置

回転中のローラーに板状の物が巻き込まれることを想

定した体験を行った。

物が巻き込まれると、勢いで体ごと引きずり込まれた。

これらでは、危険を感じると手を放すことが第一である

ことを指導いただいた。

Ｃ、感電、過流電・トラッキング安全体感装置

ドライ状態及びウエット状態での感電を体感し

た。ウエット状態のほうがより危険であることか

ら、降雨時や汗をかく時期には注意が必要である。

過流電により配線が燃えて火災になる原理及び

コンセントに埃がたまりそのコンセントから火災

につながる原理を確認した。配線は赤くなり、一

瞬にして燃えた。火災の恐ろしさを体験した。
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Ｄ、溶剤爆発安全体感装置

有機溶剤であるトルエン3㏄を入れた容器に発

火エネルギーを加えると爆発火災となる原理を体

感した。現場で、処理中の容器に少量の液体が残っ

ていると非常に危険であることが解った。

Ｅ、静電気溶剤燃焼安全体感装置

微量のアルコールを容器に入れゴムコルクで蓋

をする。静電気による爆破が起こり、コルクの蓋

が吹っ飛んだ。静電気に注意。

Ｆ、安全靴・安全体感装置

落下物試験によるヘルメットの安全性及び重要

性が確認できた。

物を落下させた場合に、下の者には「逃げろ」

と声を掛けること。「危ない」とは声を掛けない

こと。何故ならば、危ないと声を掛けると上部を

見る為である。

Ｇ、指差し呼称安全体感装置

基本動作を再確認する為には指差し呼称が必須。

確認、確実、動作、目視、感覚「指差し呼称は、

安全の第一歩となる」。
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質疑応答

Ｑ：安全に対し、人も時間もお金もかけていらっしゃいますが、何かきっかけがあったのでしょうか。

Ａ：特に何か大きな事故があったというわけではありませんが、３年前は年間80件ほどの車両事故が

ありました。社長からトップダウンでそれをできるだけ少なくしようと安全教育に取り組むこと

になりました。担当者が他機関の研修を受けたり、住友金属の安全体感室を見に行ったりして、

社長からぜひウチでもこういうのを作ろうという、教室を作り、講師を育成しました。

Ｑ：現場を見学中に、修繕・修理をなさっていましたが、中央制御室のモニターに映っていましたか。

Ａ：映っていません。

Ｑ：修繕中の表示がなかったようにお見受けしましたが、どちらかに表示されていたのでしょうか。

Ａ：特に表示はしていません。今後に向けて、そういった「修繕中」の表示は検討していきたいと思

います。

Ｑ：こちらの施設は5階建てで、現場の作業場は各階にわかれているようですが、社員さんの休憩場

所は各階に設置されていますか？

Ａ：各階に設けています。

Ｑ：メンテナンス時でも停まらない工場ということですが、部品の在庫はお持ちなんでしょうか？

Ａ：いつでも対応できるように、常に予備の在庫を２～３個持つようにしています。年間メンテナン

ス費用は億単位になります。社内にメンテナンス専門のチームがあって、専属の業者さんに常駐

してもらっています。お盆休みとかお正月とかの長期の休みを利用して大規模な修繕を行うよう

にしています。

Ａ：月々の電気代はどれくらいかかりますか。

Ｑ：電気代は１カ月当たり1,300万円かかります。施設の屋根にソーラーパネルを設置して太陽光発

電を行っていますが、そちらは東京電力に売っています。

Ｑ：こういう現場に来ると、必ず「無事故達成○○○日！」というようなスローガン等の横断幕を見

かけますが、こちらもどこかに掲示されていますか？

Ａ：２階の事務所の中に掲出しています。

Ｑ：OHSＡSを取得されてということですが、取得にどれくらいかかりましたか？

Ａ：２年かかりました。OHSＡS労働安全マネジメントシステムは必要であると思いますが、用意し

ないといけない書類が膨大で、時間もかかるので、今後更新については検討中です。システム自

体は素晴らしいので、運用の仕組みは続けていきたいと考えています。とにかく書類が多いのが

難点です。

Ｑ：こちらの処理施設は、プラントも大きく、社員さんもたくさんいらっしゃいますが、不躾な質問

で恐縮ですが、利益はあがっているのでしょうか？

Ａ：年収で75億円、10％利益で7.5億円あります。利益向上の為に、処理費を1�あたり7,000円から8,000

円に値上げしました。値上げ直後は搬入量は減りましたが、工場内での生産性を上げるよう努力

した結果、利益は増えました。
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Ｑ：現場には外国人の方も多くいらっしゃいましたが、皆さん非常に礼儀正しく気持ちの良い応対を

していただきました。外国人の方への社員教育はどうなさっているのでしょうか？

Ａ：全ての社員に同じ教育を行うようにしています。外国人向けに外国語の資料も用意しています。

また、先に働いている日本語がわかる社員が通訳してくれて、全員が同じ意識を持つようにして

います。

まとめ

危機管理委員会にとって初めての先進事例調査を実施しました。

全国でも珍しい「安全体感室」の施設を有する同社を訪問し、非常に有意義な体験研修となりました。

この施設の設置には、代表の思いがあり、「会社の繁栄は安全から」をモットーにトップダウンで設置さ

れたとのことでした。こちらのプラントは24時間稼働でのべ200人の社員さんが働かれており、安全は社

員さん同士のコミュニケーションが最も重要であると声を大にされていました。

また、毎週土曜日に開催されている安全教育研修のことを「心の教育」とおっしゃっていたのが印象的

でした。安全体感室という“箱物”だけではまだまだ完全ではなく、最後は一人一人の意識の問題で、一

朝一夕で出来るものではなく、日々の地道な教育の重要性を再認識いたしました。

我々は、常日頃から安全管理には気を使っていますが、少なからず事故は起こってしまいます。同施設

を訪問して色々なことを体験し、再度事故の恐ろしさ、事故が起こった時の会社としてのマイナス面を再

考させられた思いであります。

これらの経験を各会社に持ち帰り、安全で安心な職場作りを心掛けたいと思います。

改めて、株式会社光州産業の皆様方にはご多忙中にも関わらずご対応を頂きましたこと感謝申し上げます。

（文責 中西智彦）
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